
宝塚市まちづくり協議会代表者交流会（令和６年度・第１０回）議事概要 

 

日 時   令和７年（2025 年）２月１２日（水）14：00～16：00 

 

場 所   宝塚市役所第二庁舎 1階 会議室 A・B 

 

出席者  

＜まちづくり協議会＞ 

まちづくり協議会名 参加者名・役職 
参加方法 

対面 オンライン 

仁川まちづくり協議会 綿 昭人会長 ●  

宝塚市高司小学校区まちづくり協議会 川島 昭会長 ●  

宝塚市良元地区まちづくり協議会 平田 武二会長 ●  

宝塚市光明地域まちづくり協議会 小林 敏明会長 ●  

宝塚市末成小学校地域まちづくり協議会 加藤 富三会長 ●  

宝塚市西山まちづくり協議会 久保田 洋一会長 ●  

まちづくり協議会コミュニティ末広 豊田 茂男代表 ●  

宝塚第一小学校区まちづくり協議会 山本 敏晴会長 ●  

逆瀬台小学校区まちづくり協議会 石谷 清明会長 ●  

宝塚市すみれガ丘小学校区まちづくり協議会 島津 早苗代表 ●  

宝塚小学校区まちづくり協議会 喜多 毅会長 ●  

売布小学校区まちづくり協議会 赤阪 俊一会長 ●  

小浜小学校区まちづくり協議会 藤本 真砂子会長 ●  

宝塚市美座地域まちづくり協議会 糸瀨 豊光代表 ●  

安倉地区まちづくり協議会 岡本 康夫会長 ●  

宝塚市長尾地区まちづくり協議会 阪上 良彦会長 ●  

中山台コミュニティ 松下 義弘会長 ●  

宝塚市山本山手地区まちづくり協議会 奥野 廣明政策室長 ●  

宝塚市長尾台小学校区まちづくり協議会 前田 幸夫会長 ●  

宝塚市西谷地区まちづくり協議会 二井 久和会長 ●  

＜その他＞  

市民交流部 藤田次長 

市民協働推進課 新城課長、岡田係長他 

総合防災課 大芝係長 岩崎職員 

宝塚ＮＰＯセンター 平岩氏 

宝塚市社会福祉協議会 地区担当支援課 太田係長 

傍聴者 なし 

 



議事概要（要旨）  

 

1. 宝塚市まちづくり協議会代表者交流会（令和６年度・第９回）議事概要の確認 

各まちづくり協議会代表者により、上記議事概要の確認が行われ、ホームページへ公開

することが承認された。 

 

2. 防災について 

(1) ワークショップアンケート結果報告 

市民協働推進課より、標記について、配布資料に基づいて説明があった。 

 

(2) 総合防災課からのお知らせ 

総合防災課より、以下の２点について説明があった。 

ア  地区防災計画策定モデル創出事業実施団体募集のお知らせ 

内閣府より、標記の件について市に通知があった。採択された団体に、内閣府か

らアドバイザーが派遣され、ワークショップ等を通じて地区防災計画作成の支援

がされる事業。応募は市から行う。興味があるまちづくり協議会は、２月末まで

に総合防災課に連絡が欲しい。 

イ  避難所体験会の案内 

 ３月１日（土）に実施する避難所体験会の案内。可能な限り、各まち協から１

名の参加をお願いしたい。 

 

(3) 防災の取り組み情報共有等 

ア 長尾地区まちづくり協議会より、２月１５日（土）のイベントの周知があった。

イベント内容は、長尾地区防災計画の説明、総合防災課からの防災に関する説明、

避難所での過ごし方や運営を劇で披露する予定。一般参加可能。 

イ 宝塚第一小学校区まちづくり協議会より、「みんなの防災訓練」の報告があった。

在宅避難を想定し、煙道訓練や簡易トイレの使用方法の説明を行うブース等、８

つのブースを設けた。顔の見える関係づくりを目的にしており、また参加したい

という声もあったため、参加しやすい防災訓練を今後も実施していきたい。 

ウ 中山台コミュニティより、地域の防災手帳の紹介があった。防災手帳を作成し、

５年ぶりに防災訓練を実施した。防災手帳は、4,200 部発行し、自治会からは

3,400 部の注文があった。コンパクトにまとめているため、参考にしていただけ

ればと思う。 

 

3. 地域活動きずな研修 アンケート協力のご依頼 

 市民協働推進課より、標記について、配布資料に基づいて説明があった。 

 

 

 



4. 地域ごとのまちづくり計画 

(1) 「推進シート」及び「対話シート」の状況報告 

市民協働推進課より、配布資料に基づき、実施状況の報告があった。 

安倉地区まちづくり協議会の対話シート及び山本山手地区まちづくり協議会の対

話シートが共有され、該当のまちづくり協議会から報告があった。 

ア 【安倉】１つ目のシートは、地域内の交差点の安全対策について行政と事前打

ち合わせを行った際の記録である。対策案として、看板やミラーの設置をあげ、

敷地の境界が分かりにくい箇所があったので、行政に調べてもらい、今後も対

策を検討していく。２つ目のシートは車両の通行が多い道路の安全対策につい

ての内容である。現在、決定的な対策案が出ていないため、何か案があれば教

えていただきたい。 

イ 【山本山手】山本山手地区はいまだに開発中の土地があり、新しいまちができ

ている地域である。市道３２５９号線は事故が非常に多い。道路の舗装や街路

樹の伐採等、対策をしてもらって少しずつ事故は減少している。新しくできた

道路は横断歩道も設置されていないところがあるため、来年度も対話を継続し

ていきたいと思っている。 

 

(2) （※再周知）令和６年度進捗確認の実施について 

市民協働推進課より、標記について、口頭で説明があった。 

 

5. 「魅力的・特徴的なまち協活動（多様な世代の参加につながった事例、負担軽減・事務

効率化を図った事例等）」についての紹介・質疑応答（良元・高司） 

【宝塚市良元地区まちづくり協議会】 

（発表） 

代表者より、配布資料に基づいて発表を行った。 

【宝塚市高司小学校区まちづくり協議会】 

（発表） 

代表者より、配布資料に基づいて発表を行った。 

 

6. グループトーク 

 市民協働推進課より、標記について説明があった後、各グループに分かれて意見交換を

実施。終了後、各グループから意見交換の内容について以下のとおり発表した。 

ア 【Ａ】テーマ：担い手づくり 

（ア） 地域によって自治会の活動状況や、自治会の連合体への加入状況、自治会と

まち協との連携体制等が様々であるが、自治会活動とまち協活動は密接に関わ

っており、互いに影響し合っている。 

（イ） まち協専門部会の部会役員は、自分がやりたい活動があるため、役員になっ

てくれるが、執行部の役員となると担い手がおらず、同じ人に任せることにな

っている。 



（ウ） 役員選考役員が自薦、他薦のあった方にお会いし、役員になってくれないか

とお願いに伺っている。 

イ 【Ｂ】テーマ：担い手づくり 

（ア） メンバーはいるけれど、まち協の活動に参加してくれる人が少ない。呼びか

けも重要であると思う。 

（イ） 小学校 PTA 役員にまち協の役員も担っていただいて、PTA 役員交代となって

もまち協役員を継続してくれる可能性はあるかもしれないが、最近５年では継

続してくれている方はいない。 

（ウ） こんな活動をしたいと手を挙げてくれた方に対して、まち協として全力で応

援をしていくべき。 

ウ 【Ｃ】テーマ：各まち協の組織体制（主な参加団体等） 

（ア） 自治会にまち協の活動に理解してもらうことが難しい。 

（イ） マンションの管理組合はあっても自治会の有無は様々。 

（ウ） ある地域では、まち協の活動に、民生児童委員、PTA、スポクラ等、様々な方

に参加していただいているが、PTA は減少傾向にある。 

（エ） 各まち協で抱えている課題は違っていて、構成員も違う。市はまとめて全ま

ち協をフラットに考えているため、課題は違うということを認識していただき

たい。 

エ 【Ｄ】公共交通システム 

（ア） ボランティアで送迎を行っていたことがあったが、高齢化によって継続が難

しくなった。 

（イ） 自家用車の利用が増える中で、バスの需要の有無についてどちらの意見もあ

る。タクシー券の需要も一定あるため、事業を継続してほしい。 

（ウ） 新しい公共交通システムの構築するためには、市の了承なしに進めることは

できないし、新しい事業者を見つけてくることも難しい。 

（エ） 日中の買い物や通院の際に利用できる巡回型のシステムの構築ができたら

いいのではないかと思っている。 

 

7. 市民協働推進課からのお知らせ 

(1) 個人情報の取り扱いについて 

市民協働推進課より、標記について、配布資料に基づいて説明があった。 

 

8. 宝塚NPOセンターからのお知らせ 

  宝塚NPOセンターより、以下について、報告があった。 

(1) フードシェアリング 食料品の提供のお願い 

(2) フードシェアリング 食料品の配布会のお知らせ 

(3) フードシェアリング ボランティア募集のお願い 

 

 



9. その他 

(1) ゆずり葉コミュニティより 

 ２月１５日（土）行財政の危機と題した研修会（第２地区自治会連合会主催）の案

内があった。 

 

(2) 山火事対策、道路状況の情報開示について 

ア ロスの火災、八潮市の道路陥没事故に関連して、市に依頼をしたい。約 50 年

前にひばり地区で山火事があった。20 数年前にも長尾山系のところで放火があっ

た。市・県で山火事に対する対策や予防策をどうされているのか明確にしてもら

いたい。防災対策の一環として山火事のことについても知りたいと思う。以前、

道路の穴が開いていたことがあったため、道路に穴が開いている箇所、陥没する

可能性がある場所の情報のデータとしてまとめているかと市に問い合わせをした

ところ、そういったデータはとっていないという回答だった。国管轄の幹線道路

等もあるなかで、そういった情報は把握しにくいし、すぐに対応してもらうこと

は難しいと思うが、市（上下水道局）にそういったデータ開示を依頼した時には

開示できるように準備してもらいたいと思う。 

イ （座長）代表者交流会でどのように取り扱うか、座長副座長で協議して考え

たい。 

 

10. 今後の日程 

  市民協働推進課より、配布資料に基づき、今後の開催予定について周知があった。 


